




熱狂マップ



無関心を打破する「学びのサイクル」



事業サービス：コンテンツの考え方

参
加
者
の
主
体
性を
喚
起
する

社
会
問
題
を
構
造
化
し

事業開発　政策立案

企業研修

スタディー
ツアー

オンラインサロン
メディア

リディラバが提供するサービスは、事業ごとにコンテンツの作り方を調整している。スタディーツアーや企業研
修などの教育コンテンツは、主体性の喚起と構造化の要素をバランスさせる。

正
しく
伝
え
る

正確に構造化した情報を
元に事業を考える

構造化を行いつつ、参
加者の主体性を喚起す
ることで研修の質を高
める

正確に構造化したメディアコンテンツを元
に、オンラインサロンで主体的に学ぶ



「教室から『一歩』踏み出し、共に学ぶ」

● 生徒の当事者性を呼び起こすには？ 

○ 「一歩」踏み出すことの価値~スタディーツアーの事例 

○ 越境学習がもたらす主体性、当事者性 

● スタディーツアーの3つの仕掛け 

○ きっかけは学校行事 

○ 良い勘違い 

○ インセンティブ 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リディラバの「SDGs社会問題スタディツアー」は 「社会問題の起こっている現場」に触れる体験 を通じて、

SDGsへの「体感知」を深める、探求型の体験学習。

目指すこと：「自分は社会を変えられる」という主体性の芽ばえ

特徴：課題解決にチャレンジする大人たちとの出会い

「社会問題スタディツアーとは？」
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オリエンテーション

<生徒さん160名/修学旅行/午前中スタートの場合>
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ガイダンス　＠ホテル朝食会場

現地
体験
A

国際交流

現地
体験
B

出所者の
社会復帰

現地
体験
C

ホーム
レス

現地
体験
D

フード
ロス

課題探究ワークショップ
＠ホテルバンケット会場

バス移動 バス移動 バス移動 バス移動

バス移動
（昼食）

バス移動
（昼食）

バス移動
（昼食）

バス移動
（昼食）

現場体験では、「見る」「聞く」「さわる」などの体験や、社会問題の当事者・関
係者へのヒアリング、交流を行います。
体験活動を通じて、生徒自ら主体的に情報を収集をします。

課題探究ワークショップでは、数人のグ
ループに分かれてディスカッションを行い
ます。
社会問題を専門とするリディラバならでは
の「構造化」という手法を用いて、課題の
整理・探究に取組みます。

「社会問題スタディツアーとは？」



教室の中  教室の外 

客
観
視
の
度
合
い 

社会問題
スタディーツアー

情報獲得の難しさ  

越境して

難易度高 

自分の価値観との距離  

社会問題 学校の外 

越境することで、問題を客観的に見ることが容易になり、そのあるべき理想状態や、理想状態に近づくために
解決すべき課題が考えやすくなる。

客
観
的
に
見
る

相対化の壁 

「社会問題スタディツアー」＝「越境学習」



「教室から『一歩』踏み出し、共に学ぶ」

● スタディーツアーの3つの仕掛け 

○ きっかけは学校行事：最初のハードルは低いほうが良い。 

○ 良い勘違い：生徒が貢献実感を持てる場作り。「私に社会は変えられ

る！」というある種の良い勘違いを否定せず、大事にする。 

○ インセンティブ：生徒の「良い勘違い」が勘違いでなくなるまで考え続

けるための、ちょっとしたメリット。カッコよさやあこがれなど。  

 


